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二
和
地
域
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
２
０
１
９
年
よ
り

中
止
し
て
い
た
た
め
４
年

ぶ
り
の
再
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

船
橋
二
和
病
院
・
反
核

平
和
委
員
会
が
中
心
に
な

り
準
備
さ
れ
、
行
進
の
前

に
被
爆
者
健
診
を
長
い
間

行
っ
て
い
る
高
橋
稔
医
師

を
講
師
に
、
『
平
和
行
進

の
歴
史
、
被
爆
者
思
い
』

と
題
し
て
学
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
被
爆
者
の
実

態
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、

「
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
原

爆
は
落
と
さ
れ
な
か
っ

た
」
と
の
言
葉
に
平
和
へ

の
思
い
を
一
層
強
く
し

て
、
研
修
医
４
名
を
含
む

40
名
で
網
の
目
行
進
に
出

発
し
ま
し
た
。

　

病
院
か
ら
三
咲
駅
を
経

由
し
、
三
咲
公
民
館
の
前

で
休
憩
、
そ
の
後
八
木
が

谷
、
二
和
商
店
街
を
通
り

病
院
に
戻
っ
た
約
70
分
の

行
進
で
、
地
域
に
核
兵
器

を
な
く
そ
う
と
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

気
温
は
前
日
よ
り
や
わ

ら
い
だ
と
は
い
え
、
30
度

を
超
え
、
日
差
し
も
強
い
中
で

の
行
進
で
し
た
。

　

病
院
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
休

憩
を
取
り
な
が
ら
『
は
だ
し
の

ゲ
ン
』
の
映
画
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
翌
日
は
船
橋
か
ら
バ
ト
ン

を
引
き
継
い
だ
鎌
ケ
谷
市
で

も
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
願
い

平
和
行
進
で
訴
え 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

in
長
崎
に
参
加
し
て

二
和
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

    

村
木 

正
昭

網
の
目
行
進

  

二
和
コ
ー
ス
に
40
名
が
参
加

日本こそ 核兵器禁止条約に参加を！
核兵器廃絶を願って行動した夏!!核兵器廃絶を願って行動した夏!!

　４月から始まったマイナ保険証は、問題噴出で混乱していますが、
現行保険証廃止の見直しはしないと政府は言い切っています。
　実際の利用状況は
　ふたわ診療所では毎日５００人以上が受診されますが、マイナ保険証で認
証を行う方は１日10人程度、多くても20人を超えません。割合にして２％、
多くても４％程度です。国民の50％がマイナ保険証を手続していると言われ
ていますが、使用率が低い状況は変わっていません。

　マイナ保険証の問題点
①機械で「資格が確認できません」と表示されるだけで、全額自己負担とな
ります。負担割合３割の方で現状の3.3倍、１割の方ならなんと10倍に支
払いが増えますので、一時的とはいえ負担が増えることで受診を止める人
が出てくればいのちにかかわる問題にもなります。
②施設入居者などでは、カードを自己管理できない方や職員にも困難が降り
かかります。
　施設職員に暗証番号を含めて管理させることに対して批判が出ると、あわ
てて暗証番号のいらないカードを発行すると言い出すなど、場当たり的で
準備不足が露呈しています。
③病院への負担も重くのしかかります。認証端末・専用パソコン・専用回線・
電子カルテソフト改修など１台導入するだけで40万円以上かかり、援助す
るスタッフ配置で人件費も増えます。これらの負担を理由に廃業される医
療機関も出ています。
④一本化されたマイナカードを紛失した場合、本人確認はどうやってするの
か、マイナ保険証がない状態で受診できるのかなど懸念されることが次々
と出てきています。
⑤保険証が廃止されると、マイナ保険証の窓口負担割合の誤登録をチェック
する手段がなくなります。

　現行保険証の継続が一番の問題解消の道です
　マイナ保険証の混乱は、現行保険証で問題なく運用されていた制度を、無
理やりマイナンバーと紐づけマイナ保険証に拙速に一本化しようとしたこと
に起因しています。まさに人災です。
　各種世論調査でも国民の意思は明らかです。「現行の保険証を失くすな！」
と、様々な団体が署名活動に取り組んでいます。ぜひご協力ください。

ふたわ診療所外来医事課　近藤 純　

高橋稔医師の講演

2023年 原水爆禁止国民平和大行進
二和地域の網の目行進（7月20日）

鎌ヶ谷市でも行進でアピール

　

核
戦
争
の
危
機
を
増
大
さ
せ

る
「
抑
止
論
」が
叫
ば
れ
る
中
、

被
爆
78
周
年
と
な
る
今
年
、
今

こ
そ
核
兵
器
の
禁
止
を
と
「
原

水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
を

出
発
し
た
行
進
は
、
７
月
12
日

(

水)

に
香
取
市
か
ら
千
葉
県

コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

船
橋
で
は
20
日(

木)

に
７
ケ

所
で
網
の
目
行
進
が
行
わ
れ
、

２
１
４
名
が
参
加
。
午
後
３
時

か
ら
JR
船
橋
駅
に
集
合
し
て
宣

伝
行
動
を
行
い
、
そ
の
後
60
名

が
参
加
し
て
船
橋
市
役
所
ま
で

行
進
し
ま
し
た
。
こ
の
行
進
に

は
二
和
病
院
の
職
員
と
友
の
会

か
ら
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
と
な
る
対
面
で
の

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
世
界
大
会
に
は
海
外

の
15
か
国
／
地
域
か
ら
41
名
の

参
加
も
あ
っ
た
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
・
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
代
表
者
も
参
加
し

て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
戦
争
し

て
い
る
国
・
核
兵
器
を
手
放
そ

う
と
し
な
い
国
と
い
う
印
象
が

強
い
の
だ
が
、
し
っ
か
り
と
反

対
し
て
い
る
人
々
（
団
体
）
が

存
在
し
て
い
る
事
実
に
気
が
付

く
こ
と
が
で
き
た
。

　

海
外
の
人
々
が
な
ぜ
世
界
大

会
に
参
集
す
る
の
か
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
92
か
国
も
の
国
が

批
准
し
て
い
る
の
か
疑
問
だ
っ

た
が
、
被

爆
さ
れ
た

方
々
が
体

験
を
伝
え

続
け
て
い

る
こ
と
が

今
日
に
つ

な
が
っ
て

い
る
こ
と

に
気
づ
い

た
時
、
鳥
肌
が
た
っ
た
。

　

被
爆
さ
れ
た
方
々
の
平
均
年

齢
が
85
歳
。
実
体
験
者
任
せ
で

は
済
ま
さ
れ
な
い
時
期
が
身
近

に
迫
っ
て
い
る
。
日
本
人
と
し

て
体
験
を
語
る
役
目
が
あ
る
、

と
い
っ
た
海
外
ス
タ
ッ
フ
の
発

言
が
目
に
耳
に
残
っ
て
い
る
。

　

日
本
全
国
に
も
真
剣
に
向
き

合
い
具
体
的
行
動
を
し
て
い
る

方
々
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を

体
験
し
た
。
自
分
も
伝
え
る
一

人
に
な
ろ
う
と
思
う
。

マイナ保険証って本当に必要？
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前
年
の
９
月
に
ご
入
会
い
た
だ
い

た
方
は
、
会
費
納
入
の
時
期
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
前
に
ご
入
会
の
方
で
、

会
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
な

い
方
も
、
会
費
の
納
入
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・
友
の
会
事
務
所

（
月
～
金
／
10
時
～
16
時
）

で
受
付
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
友
の
会
事
務
所

ま
で
。
納
入
の
際
は
会
員
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
近
く
の
友
の
会
役
員
が
、

お
訪
ね
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

友
の
会
事
務
所

☎
０
４
７
（
４
４
９
）
４
４
１
７

年
会
費
納
入
の
お
願
い

生き生き友の会・地域の活動

6月10日(土)、四季花の寺「本土寺」へ10名
で紫陽花散策に出かけました。境内に入ると
たくさんの紫陽花、睡蓮、菖蒲のお出迎え。
季節感を満喫した1日でした。本土寺は、徳川
家康の側室・秋山夫人のお墓があることでも
知られています。(大穴･三咲地区 佐藤アツ子)

7月19日(水) 八木が谷在宅支援センターの泉
水さんを講師に介護保険の学習会を開催。
23名の参加。緊急通報装置・成年後見人制度
についても説明があり、施設入所についての
具体的な質問も出され、困ったら包括支援セ
ンターや在宅支援センターに連絡をとのお話
でした。　　　　（八木が谷地区　鈴木トミ子）

6月20日㈫、「認知症」について松丸認定看護
師を講師に、3年ぶりに健康講座を開催しま
した。周囲に呼びかけ、二宮･三田地区と共催
にしたこともあり、34人も参加がありびっく
り！誰もがなり得る認知症への理解が深まり
ました。コラボした大正琴の演奏会も好評で
した。　　　  (前原中野木地区　岩屋三枝子)

7月26日㈬に東部学習センターで若尾看護師
を講師に健康講座を開催しました。14名の参
加で「認知症の理解とその予防法」の講義の
後で軽い体操、脳トレを交え、笑いヨガのナ
マステ挨拶笑いでは大笑いに。認知症の家族
を介護している方の経験談も出されて交流も。

（鎌ケ谷東地区　並木美代子）

鎌ヶ谷東

前原・中野木

7月14日(金)、東町会会館を会場に20名（内
職員3名）の参加で、医療福祉相談室の高濱
さんを講師に「高齢期を安心して過ごすため
に」の学習会を開催しました。高齢期に起こ
りうる医療・介護問題など関心のある話しに、
次々に出る質問や医療・介護の体験談などで、
にぎやかなおしゃべり会の様相になりました。

　　(西高芝地区　稲田悦郎)

西高芝大穴・三咲

八木が谷

昔
よ
り
も

熱
中
症
に
な
り
や
す
い

　

地
球
温
暖
化
に
伴
い
、
千

葉
県
の
気
温
も
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
銚
子
気
象
台
で
は
日

中
最
高
気
温
が
30
度
以
上
に

な
る
「
真
夏
日
」
が
こ
の
10

年
で
１
・
５
日
増
え
て
い
ま

す
。
で
す
の
で
、
昔
と
同
じ

気
持
ち
で
い
る
と
、
現
在
の

方
が
よ
り
暑
い
た
め
熱
中
症

に
な
り
や
す
い
で
す
。

熱
中
症
に

な
ら
な
い
た
め
に

　

熱
中
症
の
予
防
に

は
、「
暑
さ
を
避
け
る
こ

と
」「
脱
水
に
注
意
す
る

こ
と
」
が
大
切
で
す
。

●
外
出
時
は
日
陰
や
涼

し
い
場
所
を
選
び
、
無

理
せ
ず
適
宜
休
憩
し
ま

し
ょ
う
。

●
室
内
で
過
ご
す
時
に
は
、

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
窓
か
ら

の
日
差
し
を
遮
り
ま
し
ょ
う
。

●
網
戸
を
利
用
し
て
風
通
し

を
よ
く
し
、
そ
れ
で
も
暑
い

時
に
は
我
慢
せ
ず
に
冷
房
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

●
衣
類
は
汗
を
吸
い
、
乾
き

や
す
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

●
水
分
は
、「
の
ど
が
乾
い

た
ら
飲
む
」
で
は
な
く
、「
の

ど
が
渇
く
前
か
ら
」
こ
ま
め

に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
尿
の
量

が
増
え
て
逆
に
脱
水
に
な
り

や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
水
分
補
給
と
し
て
は
摂

取
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

熱
中
症
に
つ
い
て

船
橋
二
和
病
院
内
科

飯
田
真
由
医
師

ミ
ニ
医
療
講
座

　
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
９
月
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
暑
い
日

が
多
い
の
で
、
こ
の
時
期
注
意
が
必
要
な
熱
中
症
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

う
。

●
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
塩

分
や
糖
分
を
含
む
た
め
、
腎

臓
病
・
心
臓
病
・
糖
尿
病
の

方
は
注
意
が
必
要
で
す
。
主

治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
になっ

た
と
き
は

　

熱
中
症
は
、
早
め
に
症
状

に
気
が
つ
い
て
、
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

め
ま
い
、
顔
の
ほ
て
り
、
筋

肉
痛
、
痙
攣
、
吐
き
気
な
ど

の
症
状
が
出
た
ら
、
涼
し
い

場
所
に
移
動
し
塩
分
や
水
分

を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。
症
状

が
改
善
し
な
か
っ
た
ら
我
慢

せ
ず
病
院
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

・総合内科専門医
・糖尿病学会専門医等

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

９月２０日(水) １０時～１２時 

7月19日(水) 南初富コミュニティセンターに
て、認知症予防の集いを14名の参加で行いま
した。高齢者が一番心配な認知症です。若尾
看護師の説明を熱心に聞き、その後認知症予
防体操や「もしもしかめよ」に合わせて手遊び、
笑いヨガなどで楽しく笑いながらトレーニン
グしました。　  (鎌ヶ谷西地区　渡辺久美子)

鎌ヶ谷西


